
北海道
100㎡

青森
100㎡

山形
100㎡

栃木
100㎡

埼玉
100㎡

千葉
100㎡

東京
100㎡

秋田
100㎡

岩手
50㎡

宮城
50㎡

福島
100㎡

新潟
50㎡

茨城
100㎡

群馬
100㎡長野

100㎡

山梨
100㎡

神奈川
100㎡

静岡
100㎡

富山
100㎡

岐阜
100㎡

愛知
100㎡

石川
100㎡

福井
100㎡

滋賀
100㎡

三重
100㎡

京都
100㎡

奈良
100㎡

大阪
50㎡

兵庫
50㎡

和歌山
100㎡

鳥取
100㎡

岡山
100㎡

島根
100㎡

広島
100㎡

山口
100㎡

福岡
100㎡

大分
100㎡

宮崎
100㎡

佐賀
100㎡

長崎
100㎡

熊本
100㎡

鹿児島
100㎡

高知
60㎡

愛媛
80㎡

沖縄
100㎡

徳島
100㎡

香川
100㎡

建築士による設計・工事監理が必要となる延べ床面積

木造戸建において建築士による設計・工事監理が必要となる延べ床面積
（都道府県別）※2024/10月現在 各県建築指導課より確認
防火・準防火エリア等、物件により異なる可能性あり

２０２５年４月から建築基準法改正により、
木造戸建の主要構造部の過半を超える
「大規模なリフォーム」を行う場合、

建築士による設計・工事監理が求められます。

右のリーフレットでは１００㎡超の記載ですが

都道府県が条例により
制限を定めている場合があるため

施工地域でご確認ください

https://www.mlit.go.jp/common/001765901.pdf

▼リーフレットはこちら

国土交通省ホームページ

https://www.mlit.go.jp/common/001765901.pdf
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